
図 妊孕性温存療法と妊孕性温存後⽣殖補助医療の種別（全国）

留意点：
1) 研究班の調査において各都道府県から提供を受けた情報に基づき集計された値であり、国の事業としての確定数値では無い
2) 助成⼈数については、妊孕性温存療法の種別の総計であり、妊孕性温存療法の種別間で重複している例がある
3) グラフ内「治療を実施した施設数」は、妊孕性温存療法の種別ごとの施設数である

助成⼈数 2)：1582名 助成回数 2022回

「⼩児・AYA世代のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業の助成実績情報」

令和５年度（令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉31⽇）
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1-(1)体外受精及び顕微授
精による胚（受精卵）凍結

に係る治療

1-(2)未受精卵⼦凍結に係
る治療

1-(3)卵巣組織凍結に係る
治療

1-(4)精⼦凍結に係る治療 1-(5)精巣内精⼦採取術に
よる精⼦凍結に係る治療

妊孕性温存療法に対する助成

治療を実施した施設数 助成⼈数 助成回数
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2-(1)凍結した胚(受精卵)を⽤い
た⽣殖補助医療

2-(2)凍結した未受精卵⼦を⽤い
た⽣殖補助医療

2-(3)凍結した卵巣組織再移植後
の⽣殖補助医療

2-(4)凍結した精⼦を⽤いた⽣殖
補助医療

温存後⽣殖補助医療に対する助成
治療を実施した施設数 助成⼈数 助成回数


